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　(1) 収益的収入及び支出

　　収　　　　入

　　支　　　　出

地方公営企業法第
条第３項の規定

に よ る 支 出 額

円 円

第４項

　(2) 資本的収入及び支出

　　収　　　　入

第１項

第３項

第４項

第５項

　　支　　　　出

地方公営企業法第
条の規定による

繰 越 額

円 円

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 2,872,575,382円は、過年度分損益勘定留保資金  2,513,168,446円、当年度分損益勘　定留保資金 197,586,067円、法適用に係る引継金 17,346,548円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 144,474,321円で

補塡した。

　たな卸資産購入費に係る仮払消費税及び地方消費税額は 570,000 円である。

　営業費用中の法適用の経費85,544,800円の財源にあてるため、企業債85,500,000円を借り入れた。

第３項 その他資 本的支出 △5,701,000

第２項 企業債償還金

第１項 建 設 改 良 費 △1,101,718,000

第１款  資 本 的 支 出 △1,107,419,000

円 円 円

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 流 用 増 減 額 小 計
区 分

予 算 額

その他資本的収入

固定資産 売却代金

補 助 金 △296,028,000

第２項 負担金及び分担金 △13,540,000

企 業 債 △620,200,000

第１款  資 本 的 収 入 △899,177,000

円 円 円 円

区 分

予 算 額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 小 計
地方公営企業法第 条の
規定による繰越額に係る
財 源 充 当 額

予 備 費

第３項 特 別 損 失

第２項 営 業 外 費 用

第１項 営 業 費 用 △76,021,000

第１款　事　　業　　費 △19,342,000

円 円 円

区 分

予 算 額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 予 備 費 支 出 額 流 用 増 減 額

第３項 特 別 利 益

第２項 営 業 外 収 益

第１項 営 業 収 益 △164,183,000

円 円 円

第１款　事　業　収　益 △74,309,000

令 和 ６ 年 度 盛 岡 市

区 分

予 算

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額
地 方 公 営 企 業 法 第 条 第 ３ 項
の 規 定 に よ る 支 出 額 に 係 る
財 源 充 当 額
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継　続　費
逓次繰越額

円

（うち、仮払消費税及び
地方消費税 192,009,778 円）

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 2,872,575,382円は、過年度分損益勘定留保資金  2,513,168,446円、当年度分損益勘　定留保資金 197,586,067円、法適用に係る引継金 17,346,548円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 144,474,321円で

補塡した。

　営業費用中の法適用の経費85,544,800円の財源にあてるため、企業債85,500,000円を借り入れた。

円 円円 円 円 円

合 計
地方公営企業法
第 条の規定に
よ る 繰 越 額

予 算 額

決 算 額

翌　年　度　繰　越　額

不 用 額 備 考継　続　費
逓次繰越額

合 計

翌年度繰越額 306,187,000 円

（うち、仮受消費税及び
　　　　　　　地方消費税 53,950 円）

△315,434,996

翌年度繰越額 538,500,000 円

△26,309,430 翌年度繰越額  25,200,000 円

△560,700,000

円 円

△902,443,976

円 円

予 算 額

決 算 額
予 算 額 に 比 べ
決 算 額 の 増 減

備 考継 続 費 逓 次 繰 越 額
に 係 る 財 源 充 当 額

合 計

地方公営企業法第
条第２項の規定

に よ る 繰 越 額
合 計

（うち、仮払消費税及び
地方消費税 273,387,243 円）

円

△200 （うち、仮受消費税及び地方消費税  　   8,800 円）

予 算 額

決 算 額

地方公営企業
法第 条第２
項の規定によ
る 繰 越 額

不 用 額 備 考

円 円 円 円 円

小 計

（うち、仮受消費税及び地方消費税   2,414,123 円）

△2,789,884 （うち、仮受消費税及び地方消費税 418,942,245 円）

円 円 円

下 水 道 事 業 決 算 報 告 書

額

決 算 額
予 算 額 に 比 べ
決 算 額 の 増 減

備 考
合 計

―― 3 ――



　(3) 特例的収入及び支出

　　収　　　　入

　　支　　　　出

特　例　的　収　入

区 分
当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 合 計

円 円 円

特　例　的　支　出

区 分
当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 合 計

円 円 円

予　　　算  　　額

予　　　算  　　額
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円

予　算　額　に　比　べ
決　算　額　の　増　減

備　　　　　考

（うち、仮受消費税及び地方消費税 1,155,269 円）△2,325,378

備　　　　　考不　　用　　額

円

（うち、仮払消費税及び地方消費税 7,454,509 円）

決　　算　　額

決　　算　　額

円

円
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財 務 諸 表





令和６年度盛岡市下水道事業損益計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（単位　円）

１  営業収益

  (1) 下水道使用料

　(2) 他会計負担金

　(3) 受託事業収益

　(4) その他の営業収益

２　営業費用

  (1) 管渠費

　(2) ポンプ場費

  (3) 処理場費

　(4) 普及費

　(5) 浄化槽費

　(6) 受託事業費

　(7) 業務費

　(8) 総係費

　(9) 流域下水道管理費

　(10)  減価償却費

　(11)  資産減耗費

　　  営業損失

３　営業外収益

　(1) 受取利息及び配当金

　(2) 他会計負担金

　(3) 他会計補助金

　(4) 長期前受金戻入

　(5) 雑収益

４　営業外費用

　(1) 支払利息及び企業債取扱諸費

　(2) 貸倒引当金繰入額

　(3) 雑支出

 　　 経常利益

５　特別利益

 （1）固定資産売却益

 （2）その他特別利益

６　特別損失

　(1) 過年度損益修正損 △ 1,572,448

　  　当年度純利益

  　　前年度繰越利益剰余金

　  　当年度未処分利益剰余金
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国庫、県補助金
受益者負担金
及び分担金

受贈財産評価額 その他資本剰余金

減債積立金の積立

前年度処分額

令 和 ６ 年 度 盛 岡 市 下 水 道 事 業 剰 余 金 計 算 書

（令和６年４月１日から　令和７年３月31日まで）

資本金

                                                                剰余金

資本剰余金

前年度末残高

議会の議決による処分額

処分後残高

当年度変動額

当年度純利益

補助金の受入

他会計繰入金の受入

受贈財産の受入

当年度末残高

※「前年度末残高」に、法適用に係る引継分（農業集落排水事業 3,536,301,156円及び公設浄化槽事業 352,889円）を含む。

令和６年度盛岡市下水道事業剰余金処分計算書（案）
（単位　円）

△ 632,380,136

減債積立金の積立

△ 632,380,136

　当年度末残高

資本金 資本剰余金 未処分利益剰余金

　議会の議決による処分額

　処分後残高
（繰越利益剰余金）
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（単位　円）

資本剰余金合計 減債積立金 未処分利益剰余金 利益剰余金合計

△ 238,640,239

△ 238,640,239

△ 238,640,239

（繰越利益剰余金）

当年度未処分
利益剰余金

令 和 ６ 年 度 盛 岡 市 下 水 道 事 業 剰 余 金 計 算 書

（令和６年４月１日から　令和７年３月31日まで）

                                                                剰余金

資本合計
資本剰余金 利益剰余金

※「前年度末残高」に、法適用に係る引継分（農業集落排水事業 3,536,301,156円及び公設浄化槽事業 352,889円）を含む。

―― 9 ――



（単位　円）

１　固定資産

　(1) 有形固定資産

 　 ア  土地

　  イ  立木

　　ウ　建物

　　    減価償却累計額 △ 1,229,374,705

　　エ　建物附属設備

　　  　減価償却累計額 △ 100,711,260

　　オ　構築物

　　　  減価償却累計額 △ 70,860,745,411

 　 カ　機械及び装置

  　　　減価償却累計額 △ 4,962,420,187

　　キ　車両運搬具

　　　  減価償却累計額 △ 54,574,055

　　ク　工具器具備品

　　　  減価償却累計額 △ 9,700,820

　　ケ　有形固定資産建設仮勘定

　　　  有形固定資産合計

　(2) 無形固定資産

　　ア　電話加入権

　　イ　施設利用権

　　  　無形固定資産合計

　　    固定資産合計

２　流動資産

　(1) 現金預金

　(2) 未収金

　　　貸倒引当金 △ 67,962,205

　(3) 貯蔵品

　(4) 前払金

　   　 流動資産合計

　   　 資産合計

令和６年度盛岡市下水道事業貸借対照表
（令和７年３月31日）

資　　産　　の　　部
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３　固定負債

　(1) 企業債

　　イ　その他の企業債

　　    企業債合計

　(2) 引当金

　　ア　退職給付引当金

　　　　引当金合計

　 　   固定負債合計

４　流動負債

　(1) 企業債

　　イ　その他の企業債

　　    企業債合計

　(2) 未払金

　(3) 引当金

　　ア　賞与引当金

　　イ　法定福利費引当金

　　    引当金合計

　(4) その他流動負債

　　　  流動負債合計

５　繰延収益

　(1) 長期前受金

　　　収益化累計額 △ 21,272,318,574

　　　  繰延収益合計

　　 　 負債合計

負　　債　　の　　部

　　ア　建設改良費等の財源に
　　　　充てるための企業債

　　ア　建設改良費等の財源に
　　　　充てるための企業債
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６　資本金

７　剰余金

　(1) 資本剰余金

　　ア  国庫、県補助金

　  イ　受益者負担金及び分担金

　  ウ　受贈財産評価額

　　エ  その他資本剰余金

　　  　資本剰余金合計

　(2) 利益剰余金

　　ア　減債積立金

　　イ　当年度未処分利益剰余金

　　    利益剰余金合計

　　  　剰余金合計

　　　  資本合計

　　　  負債資本合計

資　　本　　の　　部
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

資産の評価基準及び評価方法

ア たな卸資産の評価基準及び評価方法

先入先出法による原価法によっている。

固定資産の減価償却の方法

定額法によっている。

引当金の計上基準

ア 賞与引当金・法定福利費引当金

職員の期末手当及び奨励手当の支給並びに手当の支給に伴い発生する法定福利費の支払い

に備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、翌年度の支給見込額のうち当事

業年度の負担に属する額を計上している。 

イ 退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため、毎事業年度末における退職手当の要支給額に相当す

る金額から他会計が負担すると見込まれる額を控除した額を計上している。 

ウ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上している。

その他会計に関する書類のための基本となる重要な事項

ア 消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜き方式によっている。

２ 貸借対照表に関する注記

企業債の償還に係る他会計負担金

貸借対照表に計上されている企業債（１年以内の償還予定のものも含む）のうち、企業債の

償還に要する資金の一部を一般会計が負担する額は、 円である。

３ セグメント情報の開示

報告セグメントの概要

下水道事業会計は、公共下水道事業、農業集落排水事業及び公設浄化槽事業を運営している

ことから、それらを報告セグメントとしている。なお、各報告セグメントに属する事業の内容

は以下のとおりである。

事業区分 事業の内容 

公共下水道事業 市街地における汚水及び雨水処理 

農業集落排水事業 農業集落における汚水処理 

公設浄化槽事業 市が整備する浄化槽による汚水処理 
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報告セグメントごとの営業収益等

令和６年度（令和６年４月１日から令和７年３月 日まで） （単位 円）

項 目 公共下水道事業 農業集落排水事業 公設浄化槽事業 合 計

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 損 益 △ △ △ △

経 常 損 益 △ △

特 別 利 益

特 別 損 失

当 年 度 純 損 益 △ △

セグメント資産

セグメント負債

そ の 他 の 項 目

他 会 計 繰 入 金

長期前受金戻入

減 価 償 却 費

固定資産増加額

４ その他の注記

引当金の取崩し

ア 賞与引当金・法定福利費引当金

職員の期末手当及び奨励手当を支給するため、賞与引当金 円を取り崩した。また、手

当の支給に伴い発生する法定福利費を支払うため、法定福利費引当金 円を取り崩した。

イ 退職給付引当金

職員の退職手当を支給するため、退職給付引当金 円を取り崩した。

ウ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失が発生したため、貸倒引当金 円を取り崩した。
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事 業 報 告





令和６年度盛岡市下水道事業報告書

１ 概 況

総括事項

「盛岡市総合計画」（平成 年度～令和６年度）の施策「汚水処理の充実」「雨水浸水対策

の推進」の実現に向け、「盛岡市下水道事業中長期経営計画」に基づき、健全な水環境・良好

な水循環の創出を目指して、持続可能な効果的かつ効率的な事業運営を推進し、経営環境の変

化に対応した各種取組を行った。

４月から、公共下水道事業に加え、新たに農業集落排水事業及び公設浄化槽事業を企業会計

に移行し、３事業をセグメント方式で一括管理することとした。また、８月 日には線状降水

帯の発生による前例のない降雨があり、浸水被害への対応を行うとともに、今後の浸水対策に

ついて検討を行った。

「汚水処理の充実」については、住環境の改善及び公共用水域の水質保全を図るため、汚水

処理施設整備事業による各処理分区の未整備地区や土地区画整理事業などに併せた汚水管渠の

整備を実施した。また、岩手県が実施する北上川上流流域下水道（都南処理区）の維持管理や

建設事業を促進するため、関係市町の負担割合による維持管理及び建設負担金を支出した。

「雨水浸水対策の推進」については、近年の局地的集中豪雨の多発による浸水被害の解消を

図るため、緊急性のある雨水幹線整備や面整備を重点的に実施するとともに、既存施設の定期

点検や巡視の強化等による予防保全的な維持管理を行った。また、内水浸水被害の最小化を図

るため、内水浸水解析を行うとともに地域の自助活動の推進に努めた。

このほか、下水道施設の正常な機能を維持するため、地震対策事業による施設の耐震設計及

び改築更新事業による既存施設の改築更新を実施した。また、安定した汚水処理を確保するた

め、既設管路の維持管理を行い、必要な修繕及び管渠の浸入水対策を実施したほか、水洗化普

及促進に向けた様々な事業を実施した。

さらに、お客さまから信頼される下水道事業を目指し、各種媒体により分かりやすい情報提

供に努めたほか、上下水道局お客さまセンターの運営管理業務の受注者と連携して、お客さま

サービスの向上を図るとともに、持続可能な経営基盤の強化に向けて、令和７年度を初年度と

する「盛岡市下水道ビジョン 」を策定した。

ア 各種事業について

ｱ 汚水管渠整備事業

太田地区、都南中央第三地区及び道明地区の土地区画整理事業など他事業に併せた整備

のほか、下田地内及び黒川地内をはじめとした、各処理分区の面整備を行うことで、
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ｍの汚水管渠の整備を実施した。

ｲ 雨水管渠整備事業

道明地区の生活環境整備事業など他事業に併せた整備のほか、市街地などにおける浸水

防除及び生活環境の改善を図るため、鴨助堰や大堰をはじめ各排水区の幹線及び面整備を

行うことで、 ｍの雨水管渠の整備を実施した。

内水浸水による被害の軽減を図るため、内水ハザードマップ未作成地区の簡易手法によ

る浸水解析を行った。また、広報みずの輪及び局ホームページにおいて家庭でできる備え

や土のうステーション設置事業の周知を図った。

ｳ 下水道施設の耐震化・改築更新

地震対策事業として、蛇島汚水中継ポンプ場の耐震化に係る詳細設計を実施した。

また、既存施設の老朽化に対応するため、長寿命化対策事業として、松園地区外におい

て ｍの管渠更生工事や 箇所のマンホール蓋改修工事などを実施した。

ｴ 安定した汚水処理の確保及び水洗化普及促進

安定した汚水処理の確保のため、汚水管渠への浸入水などの調査及び補修、老朽化の著

しいポンプ場設備の修繕などを実施した。

水洗化普及促進事業として、排水設備工事に対して排水設備普及資金融資制度による利

子補給を行ったほか、職員による水洗化の訪問指導を行った。また、早期の水洗化を図る

ため、「汚水処理人口普及率 ％達成プラン」に基づき対象町内会等への説明を行った。

９月 日「下水道の日」に関連して、排水設備無料点検を実施したほか、市立小学校を

対象とした下水道標語コンクール（応募 作品）を実施した。

ｵ お客さまサービスの向上

お客さまサービスとして、基本料金日割計算制度、ペイジー口座振替受付サービス、

スマートフォン決済サービス及びＷＥＢ口座振替受付サービスを実施した。また、上下水

道局お客さまセンターの窓口用自動発券機を活用し、窓口サービスの向上に努めたほか、

引っ越しなどに伴う各種手続き、下水道使用料、維持管理などについて各世帯にお知らせ

するガイドブックにより、分かりやすい情報提供に努めた。

伝わる広報の推進として、予算及び決算の概要、各種お知らせなどを市広報紙に掲載し

たほか、上下水道局広報紙「みずの輪」、広報パンフレット、上下水道局公式ホームペー

ジ及び動画掲載による情報発信を行うとともに、下水道デザインマンホール蓋の写真が掲

載されたマンホールカードの配布や上下水道局キャラクター（水道ぼうや・下水道あいち

ゃん）の着ぐるみ活用により、親しみやすい広報展開に努めた。

ｶ 健全経営の推進

経常経費の更なる精査による費用の削減、新たな企業債の発行額の抑制などによる経費
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の削減により、健全な財政基盤の確立に努めた。

下水道使用料の収納率の向上、下水道工事店の指定に係る手数料の徴収、排水設備の接

続促進、水洗化の普及促進など収益確保に取り組むとともに、将来を見据えた効果的な投

資を行い、柔軟かつ的確な事業経営の改善に努めた。

下水道事業の経営に関する重要な事項などを調査審議するため、上下水道事業経営審議

会を開催した。また、人材育成・技術継承を推進するため、上下水道局内での体系的な技

術継承研修を実施したほか、外部団体主催の研修に多数の職員を派遣し、職員の技術力向

上に努めた。

ｷ 農業集落排水事業及び公設浄化槽事業の企業会計移行

４月から、農業集落排水事業及び公設浄化槽事業に地方公営企業法の全部を適用し、公

共下水道事業と併せて上下水道事業管理者の下で一括管理することとし、スムーズな移行

に努めた。

農業集落排水事業では、農村集落における汚水処理による生活環境の向上を目的として、

乙部地区、太田地区、飯岡地区及び巻堀地区で７施設が稼働しており、処理施設及び管路

施設の保守点検や故障設備の修繕等の維持管理に努めている。また、汚泥は盛岡地区衛生

処理組合（巻堀地区は盛岡北部行政事務組合）で肥料化し、農地還元を図った。

公設浄化槽事業では、玉山地域の公共下水道全体計画区域及び農業集落排水事業巻堀地

区を除く区域において、生活環境の保全、公衆衛生の向上、浄化槽の適正な機能確保への

寄与を目的として、 基の浄化槽を整備した。整備事業は平成 年度をもって完了し、

令和６年度現在は 基（令和３年に１基廃止）の適正な維持管理に努めた。

イ 業務について

令和６年度末における公共下水道事業の処理区域内人口は 人で、令和５年度末に

比べ 人減少し、行政区域内人口 人に対し ％の普及率となった。令和６年

度総処理水量は ㎥で、令和５年度に比べ ㎥（ ％）減少した。

令和６年度末における農業集落排水事業の処理人口は 人で、行政区域内人口

人に対し ％の普及率となった。

令和６年度末における公設浄化槽事業の処理人口は 人で、行政区域内人口 人

に対し ％の普及率となった。

ウ 計理について

令和６年度の営業収益は 円で、令和５年度に比べ 円（ ％）

の増となった。営業費用は 円となり、令和５年度に比べ 円
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（ ％）の増となり、この結果、営業収益から営業費用を差し引いた 円が営

業損失として計上された。さらに営業外収益 円、営業外費用 円、

特別利益 円、特別損失 円をそれぞれ加減した収益的収支全体では

円の純利益が生じた。

資本的収支（税込額）は、資本的収入が 円、資本的支出が

円となり、資本的収入が資本的支出に不足する額 円は、過年度分損益勘定留

保資金 円、当年度分損益勘定留保資金 円、法適用に係る引継金

円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 円で補塡した。

経営指標に関する事項

令和６年度決算における経営成績について、公共下水道事業については、経営の健全性を示

す経常収支比率は、経常費用の減少による経常利益の増加により、前年度比 ポイント増の

％となり、健全経営の水準とされる ％を上回った。また、使用料水準の妥当性を示

す経費回収率は、前年度と同率の ％となり、事業に必要な経費を使用料で賄えている状

況とされる ％を僅かに上回った。

一方、償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は前年度比 ポイン

ト増の ％、法定耐用年数を経過した管渠延長の割合を示す管渠老朽化率は前年度比

ポイント増の ％と、施設の老朽化が進行している。

今後、多くの施設が更新時期を迎えることから、将来の更新需要に備え、持続可能な経営基

盤の強化を図りながら、引き続き計画的に施設更新を進める必要がある。

農業集落排水事業及び公設浄化槽事業については、令和６年度から公営企業会計に移行した

が、経常収支比率及び経費回収率ともに ％を下回っており厳しい経営状況であることから、

収入を確保するため、使用料の妥当性について検討する必要性がある。

＜経営指標の推移＞

ア 公共下水道事業

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

％ ％ ％ ％ ％

経常収支比率

経 費 回 収 率

有形固定資産

減 価 償 却 率

管渠老朽化率
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イ 農業集落排水事業

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

％ ％ ％ ％ ％

経 常 収 支 比 率

経 費 回 収 率

有 形 固 定 資 産

減 価 償 却 率

ウ 公設浄化槽事業

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

％ ％ ％ ％ ％

経 常 収 支 比 率

経 費 回 収 率

有 形 固 定 資 産

減 価 償 却 率
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　(3) 議会議決事項

議案番号 報告年月日 提出年月日 議決年月日

 報告第　22号 令和６年６月７日

 議案第　64号 令和６年６月７日 令和６年６月28日

議案第　84号 令和６年９月４日 令和６年９月30日

 議案第　85号 令和６年９月４日 令和６年９月30日

 議案第  97号 令和６年９月４日 令和６年９月30日

 認定第　14号 令和６年９月４日 令和６年９月30日

 議案第 108号 令和６年12月３日 令和６年12月20日

 議案第　13号 令和７年２月20日 令和７年３月26日

 議案第　23号 令和７年２月20日 令和７年３月26日

 議案第  34号 令和７年２月20日 令和７年３月26日

 議案第　53号 令和７年３月７日 令和７年３月13日

　(4) 行政官庁認可事項

　　　な　し

　(5) 職員に関する事項

　　ア　年度内職員異動

件　　　　　　　　　名

令和５年度盛岡市下水道事業会計予算繰越

計算書の報告について

盛岡市下水道条例の一部を改正する条例に

盛岡市下水道条例の一部を改正する条例に

ついて

盛岡市下水道条例及び盛岡市農業集落排水

施設条例の一部を改正する条例について

ついて

令和５年度盛岡市下水道事業未処分利益剰

余金の処分について

令和５年度盛岡市下水道事業会計決算につ

いて

盛岡市水洗便所改造資金貸付基金条例を廃

止する条例について

（第２号）

令和６年度盛岡市下水道事業会計補正予算

関する条例の一部を改正する条例について

（第１号）

令和７年度盛岡市下水道事業会計予算

盛岡市水道事業及び下水道事業の設置等に

令和６年度盛岡市下水道事業会計補正予算

人 人 人 人 人 人
‐

‐

区     　分
前年度末 異動状況 当年度末

備　考
在職者数 うち退職者 増 減 在職者数 うち退職者

特 別 職

企業職（ 技 労 ）

企業職（事務・技術）

計
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  　イ　年度末職員構成

人 人 人 人

（注） ( )内数字は会計年度任用職員内書き

(6) 料金その他供給条件の設定、変更に関する事項

　　該当事項なし。

備　考

管 理 者

区　　分 特別職
企業職

（事務・技術）
企業職

（　技　労　）
計

部 長

次 長 ・ 参 事

総
務
課

課 長

課長補佐・副主幹

総 務 係

職 員 係

計

経
営
企
画
課

課 長

課 長 補 佐

経 理 係

企 画 係

料 金 係

財 務 係

計

給
排
水
課

課 長

課長補佐・副主幹

サ ー ビ ス 係

審 査 係

検 査 係

排 水 設 備 係

計

下
水
道
整
備
課

課 長

課長補佐・副主幹

下 水 計 画 係

建 設 第 一 係

建 設 第 二 係

計

下
水
道
施
設
管
理
課

課 長

課長補佐・副主幹

維 持 係

施 設 係

改 築 更 新 係

計

合　　計
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２  工　　事
　(1) 建設改良工事等

工事請負費 直　営　費 計

（管渠施設費）

円 円 円

盛南南処理分区外第一工区汚水管布設そ
の１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=149.20ｍ

都南中央処理分区第二工区汚水管建設工
事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200㎜　L=90.20ｍ

盛南西第二処理分区第三工区汚水管布設
その１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200mm　L=90.60ｍ

中川原処理分区東安庭地区第二工区汚水
管布設その１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=59.10ｍ

盛南西第二処理分区第六工区汚水管布設
付帯その１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　150mm　L=7.10ｍ

中川原処理分区東安庭地区第三工区汚水
管布設その１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm外　L=111.90ｍ

赤袰排水区管設置外工事 交付金事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

FRPM　1100mm　L=136.90ｍ

北上川右岸第三排水区函渠設置その２、
その３工事

交付金事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

BOX.C　1100mm×1100mm外
L=114.20ｍ

南川第三排水区開渠設置その１、その２
外工事

交付金事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

U.C　2600mm×2200mm
L=128.10ｍ

手代森処理分区第一工区汚水管布設工事 交付金事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm外　L=279.00ｍ

盛南西第二処理分区第二工区汚水管布設
その１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm　L=464.60ｍ

盛南中央第一処理分区外第一工区汚水管
布設その１、その２、その３工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=211.50ｍ

盛南南処理分区第二工区汚水管布設その
１、その２、その３工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=117.50ｍ

都南南処理分区第一工区汚水管建設その
１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm外　L=187.20ｍ

簗川右岸第三排水区面整備外工事 交付金事業
雨水部門
整備事業

OS　400mm×400mm
L=17.38ｍ

公共下水道事業（南川第三排水区）に係
る用地取得

交付金事業
雨水部門
整備事業

施設用地（297.27㎡）

松園第一分区外第一工区人孔口環改修そ
の１、その２工事

交付金事業
長寿命化
対策事業

人孔口環改修工

神子田雨水ポンプ場送水流量計設置工事 交付金事業
長寿命化
対策事業

流量計設置工

中川原処理分区南地区第一工区管渠更生
その１、その２工事

交付金事業
長寿命化
対策事業

HP　1350mm外　L=133.52ｍ

松園第一分区第三工区人孔口環改修工事 交付金事業
長寿命化
対策事業

人孔口環改修工

盛南南処理分区外第一工区汚水管布設そ
の１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm外　L=403.90ｍ

都南南処理分区第一工区汚水管布設工事 起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200㎜　L=205.20ｍ

盛南西第二処理分区第三工区汚水管布設
その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200mm外　L=163.90ｍ

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要

―― 22 ――



工事請負費 直　営　費 計

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要

中川原処理分区東安庭地区第二工区汚水
管布設その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=62.30ｍ

手代森処理分区外第四工区汚水管布設工
事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm外　L=147.40ｍ

盛南西第二処理分区第六工区汚水管布設
付帯その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

舗装復旧工

中川原処理分区東安庭地区第三工区汚水
管布設その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=67.50ｍ

盛南西第二処理分区外第五工区汚水管布
設工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200mm外　L=229.60ｍ

赤袰排水区管設置外工事 起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

VP　200mm外　L=216.37ｍ

北上川右岸第三排水区函渠設置その２、
その３工事

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

VU　250mm　L=10.00ｍ

盛南西第二処理分区第一工区汚水管布設
工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm外　L=262.50ｍ

中川原処理分区東安庭地区第一工区汚水
管布設工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=208.00ｍ

盛南西第二処理分区第二工区汚水管布設
その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm　L=145.50ｍ

盛南中央第一処理分区外第一工区汚水管
布設その１、その２、その３工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

取付管及びます工

盛南南処理分区第二工区汚水管布設その
１、その２、その３工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm　L=114.80ｍ

都南南処理分区第一工区汚水管建設その
１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=42.30ｍ

前潟中央第二処理分区第一工区汚水管布
設工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=133.40ｍ

盛南中央第二処理分区第一工区汚水管布
設工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=184.40ｍ

舟田処理分区第一工区汚水管布設工事 起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　150mm　L=225.40ｍ

令和６年度市道舗装新設改良事業及び盛
岡市公共下水道事業の工事施行に関する
協定

起債単独事業
雨水部門
整備事業

OS　300mm×300mm外
L=615.30ｍ

南川第三排水区開渠設置その１、その２
外工事

起債単独事業
雨水部門
整備事業

HP　500mm　L=5.05ｍ

鴨助堰排水区汚水管切替その２外工事 起債単独事業
雨水部門
整備事業

VU　200mm外　L=72.22ｍ

簗川右岸第三排水区面整備外工事 起債単独事業
雨水部門
整備事業

VS　300mm×600mm
L=65.35ｍ

松園第一分区外第一工区人孔口環改修そ
の１、その２工事

起債単独事業
長寿命化
対策事業

人孔口環改修工

中川原処理分区南地区第一工区管渠更生
その１、その２工事

起債単独事業
長寿命化
対策事業

HP　1350mm　L=108.61ｍ

松園第一分区第二工区管渠更生工事 起債単独事業
長寿命化
対策事業

HP　250mm　L=1227.90ｍ

菜園分区外第一工区管渠更生工事 起債単独事業
長寿命化
対策事業

HP　400mm外　L=402.98ｍ

桜台分区第一工区管渠更生工事 起債単独事業
長寿命化
対策事業

HP　250mm　L=73.45ｍ
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工事請負費 直　営　費 計

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要

公共下水道事業（汚水・都南南処理分
区）に係る用地取得

純単独事業
汚水部門
整備事業

施設用地（1.43㎡）

鴨助堰排水区防護柵設置工事 純単独事業
雨水部門
整備事業

防護柵設置工

公共下水道事業（雨水・蛇島東排水区）
に係る用地取得

純単独事業
雨水部門
整備事業

施設用地（12.89㎡）

公共下水道事業（雨水・蛇島東排水区）
に係る用地取得

純単独事業
雨水部門
整備事業

施設用地（4.69㎡）

木賊川２号雨水ポンプ外更新工事 純単独事業
長寿命化
対策事業

マンホールポンプ４台

東黒石野１号汚水ポンプ制御盤外更新工
事

純単独事業
長寿命化
対策事業

水中ポンプ制御盤２面

消費税及び地方消費税額

（ポンプ場施設費）

円 円 円

公共下水道事業（下道雨水ポンプ場改築
更新事業）に係る用地取得

純単独事業
雨水部門
整備事業

施設用地（971.00㎡）

（流域下水道建設費）

円 円 円

令和６年度流域下水道建設事業負担金
流域下水道事
業

流域下水
道建設負
担金

流域下水道建設事業負担金

消費税及び地方消費税額

（その他施設費）

円 円 円

下水道本管用管口カメラの購入 交付金事業
建設事務
費

下水道本管用管口カメラ　１
台

流量計の購入 交付金事業
建設事務
費

流量計　１式

軽四輪貨物自動車の購入(給排水課) 純単独事業
建設事務
費

日産　クリッパーバン　１台

小型除雪機の購入 純単独事業
建設事務
費

小型除雪機　１台

消費税及び地方消費税額

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　　　　　　　計
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　(2) 主な保存工事等

工　事　費

工事請負費 直営費 計
工 事 件 名 工　事　概　要 備　考

円 円 円

公 共 下 水 道
管 渠 修 繕

人孔口環等改修業務委託、下水道施設止水
補修等業務委託、新堰Ⅱ号幹線修繕、菜園
分区汚水管修繕その２、菜園分区汚水管修
繕その３、盛南南処理分区汚水桝等修繕、
北地区取付管修繕その３、蛇島東排水区雨
水管移設修繕、仁王田甫分区汚水管修繕、
南地区取付管修繕、中津川水系樋管等取付
水路修繕、北上川右岸第二排水区取付水路
修繕その２、簗川右岸第一排水区法面修
繕、城西排水区転落防止柵修繕、松園第一
分区汚水管修繕、南地区汚水取付管修繕そ
の２、山岸第三排水区水路嵩上修繕、上田
分区汚水管修繕、渋民駅西マンホールポン
プ水位計交換修繕

公共下水道ポンプ場
施 設 修 繕

神子田雨水ポンプ場No.2沈砂掻揚機修繕、
上赤平汚水中継ポンプ場し渣破砕機修繕、
名乗沢第二マンホールポンプ場逆止弁修
繕、中川原雨水ポンプ場No.1雨水ポンプ駆
動機関修繕、松園第二汚水中継ポンプ場
No.2スクリーンかす搬出機修繕、中川原簡
易水処理施設高圧気中開閉器修繕

公共下水道処理場
施 設 修 繕

中川原簡易水処理施設No.2高速ろ過池切替
可動堰修繕、中川原簡易水処理施設高圧気
中開閉器修繕、中央監視制御棟データロガ
室エアコン室外機修繕

農 業 集 落 排 水
施 設 修 繕

乙部第二地区農業集落排水マンホールポン
プ非常通報装置無線機修繕、太田第二地区
農業集落排水施設竹花前２号ポンプ交換修
繕、農業集落排水人孔口環等修繕、飯岡東
浄化センターNo.１自動微細目スクリーン修
繕、巻堀地区農業集落排水マンホールポン
プ交換修繕、巻堀地区農業集落排水処理施
設屋根塗装修繕
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３　業  　務

　(1) 業務量

Ａ (人)

処理区域内人口 Ｂ (人)

Ｂ
Ａ

(戸)

(㎥)

(㎥)

処 理 人 口 Ｃ (人)

Ｃ
Ａ

(戸)

処 理 人 口 Ｄ (人)

Ｄ
Ａ

(基)

(％)

区　　分 当　年　度 前　年　度 比較増減（△）

行政区域内人口 △ 2,671 

処 理 戸 数

年 間 総 処 理 水 量 △ 2,086,282 

一 日 平 均 処 理 水 量 △ 5,412 

農
業
集
落
排
水
事
業

普 及 率 ×100

公
共
下
水
道
事
業

△ 2,139 

普 及 率 ×100

(％)

処 理 戸 数

基 数

公
設
浄
化
槽
事
業

普 及 率 ×100 (％)
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  (2) 事業収入に関する事項

    ア　収納の状況

調

前 年 度 か ら 繰 越 過 年 度 修 正 当 年 度 調 定 額

円　 円　 円　

下 水 道 使 用 料 △8,401,222　

他 会 計 負 担 金

受 託 事 業 収 益

そ の 他 の 営 業 収 益

小　　　　　　　　計 △8,401,222　

受 取 利 息 及 び 配 当 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 補 助 金

消費税及び地方消費税

雑 収 益

小　　　　　　　　計

固 定 資 産 売 却 益

過 年 度 損 益 修 正 益

そ の 他 特 別 利 益

小　　　　　　　　計

△8,401,222　

△212,670　

△212,670　

△800,850　

△800,850　

△9,414,742　

　※１　法適用に係る引継分（農業集落排水事業11,276,559円及び公設浄化槽事業 405,794円）を含む。

　※２　法適用に係る引継分（農業集落排水事業 1,114,735円及び公設浄化槽事業　40,534円）を含む。

そ の 他 計

合　　　　　　　　　　計

貸 付 基 金 繰 入

資 本 的 収 入 計

そ

の

他

仮 受 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税

預 り 金 受 入

そ の 他

資

本

的

収

入

建 設 企 業 債

国 庫 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

項 目

工 事 負 担 金

他 会 計 負 担 金

下 水 道 事 業 費 負 担 金

下 水 道 事 業 費 分 担 金

事

業

収

益

営

業

収

益

営

業

外

収

益

特

別

利

益

事 業 収 益 計

（※２）

（※１）
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定

計

円　 円　 円　 ％　

収 納 額 当 年 度 末 未 収 金 収　　納　　率
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    イ　事業収益に関する事項

金　　額(円) 構成比(％) 金　　額(円) 構成比(％) 金　　額(円) 増減率(％)

下 水 道 使 用 料

他 会 計 負 担 金

受 託 事 業 収 益 △31,194,818 △79.97 

その他の営業収益

営 業 収 益 計

受取利息及び配当金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 補 助 金 皆増 

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

営 業 外 収 益 計

固 定 資 産 売 却 益

そ の 他 特 別 利 益

特 別 利 益 計

合　　　　　　　計

※「前年度」は公共下水道事業のみ。

  (3) 事業費に関する事項

金　　額　(円) 構成比(％) 金　　額(円) 構成比(％) 金　　額(円) 増減率(％)

管 渠 費

ポ ン プ 場 費

処 理 場 費

普 及 費

浄 化 槽 費 皆増 

受 託 事 業 費 △30,662,939 △79.98 

業 務 費

総 係 費

流域下水道管理費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費 △164,929 △3.77 

営 業 費 用 計

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

△12,724,199 △2.92 

貸倒引当金繰入額 △245,932 △77.92 

雑 支 出

営 業 外 費 用 計 △2,656,126 △0.53 

固 定 資 産 譲 渡 損 △175,041 皆減 

過年度損益修正損

特 別 損 失 計

合　　　　　　　計

※「前年度」は公共下水道事業のみ。

項　　　　　　目
当 年 度 前 年 度 比　較　増　減 (△)

項　　　　　　目
当 年 度 前 年 度 比　較　増　減 (△)

皆増 
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4  会　　計４　会　　計

  (1) 重要契約の要旨

工　　事　　件　　名契約の方法 契約年月日 契約金額 契　　約　　の　　内　　容 契　約　の　相　手　方

令和 円 　
随意契約 マンホールポンプ保守点検業務委託 （株）富士電業社

　　　〃 令和６年度公営企業会計システム設計構築業務
委託

（株）アイシ－エス

　　　〃 神子田雨水ポンプ場No.２沈砂掻揚機修繕 （株）日立プラントサービス
東北支店

一般競争入札 盛南西第二処理分区第一工区汚水管布設工事 （株）アクード

指名競争入札 上田分区外下水道管路施設調査業務委託 （株）アームズ東日本岩手営業所

一般競争入札 盛岡市内水浸水解析（簡易モデル）業務委託 （株）日水コン　盛岡事務所

随意契約 中川原中央監視制御棟自家発電設備更新修正設
計業務委託に関する協定

日本下水道事業団

　　　〃 盛岡市公共下水道耐震診断調査業務委託 （株）日水コン　盛岡事務所

一般競争入札 松園第一分区外第一工区人孔口環改修その１、
その２工事

みちのく工業（株）

　　　〃 盛岡市公共下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ修繕・改築計画
策定業務委託

（株）日水コン　盛岡事務所

　　　〃 松園第二汚水中継ポンプ場No.１汚水ポンプ外
更新工事

昱機電（株）向洋電機盛岡事業所

　　　〃 盛岡市公共下水道ウォーターPPP導入可能性調
査業務委託

（株）日水コン　盛岡事務所

　　　〃 中川原処理分区南地区第一工区管渠更生その
１、その２工事

（株）内澤建設

　　　〃 手代森処理分区第一工区汚水管布設工事 東野建設工業（株）

　　　〃 盛南中央第一処理分区外第一工区汚水管布設 
その１、その２、その３工事

（株）熊坂建設

　　　〃 菜園分区外第一工区管渠更生工事 （株）東北ターボ工業

　　　〃 中川原処理分区東安庭地区第一工区汚水管布設
工事

（有）東北農林建設

　　　〃 松園第一分区第二工区管渠更生工事 三陸土建（株）

　　　〃 山岸一ノ二排水区管設置工事及び都市計画道路
愛宕町三ツ割線道路改良工事

（有）東北農林建設

　　　〃 盛南西第二処理分区第二工区汚水管布設その
１、その２工事

（株）メグミ

　　　〃 南川第三排水区開渠設置その１、その２外工事 （株）山與

　　　〃 内丸分区外管渠更生実施設計業務委託 （株）日本水工コンサルタント
盛岡営業所

　　　〃 都南西処理分区外管渠実施設計業務委託 三井共同建設コンサルタント（株）
東北支社

　　　〃 盛南南処理分区第二工区汚水管布設その１、そ
の２、その３工事

（株）熊坂建設

　　　〃 都南南処理分区第一工区汚水管建設その１、そ
の２工事

中亀建設（株）

指名競争入札 東地区外下水道管路施設清掃業務委託 （株）東北ターボ工業

一般競争入札 前潟中央第二処理分区第一工区汚水管布設工事 （株）富士見興業

　　　〃 盛南中央第二処理分区第一工区汚水管布設工事 （株）浅沼工務店

　　　〃 好摩処理分区外管渠実施設計業務委託 日本工営都市空間（株）盛岡事務所

一般競争入札 中津川左岸第四排水区管路詳細設計業務委託 （株）三水コンサルタント　東北支社

指名競争入札 松園第一分区外管渠調査業務委託 （株）東北ターボ工業

一般競争入札 鴨助堰排水区汚水管切替その２外工事 （株）高光建設
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工　　事　　件　　名契約の方法 契約年月日 契約金額 契　　約　　の　　内　　容 契　約　の　相　手　方

令和 円 　
一般競争入札 北上川右岸第三排水区函渠設置その３、その４

外工事
三陸土建（株）

　　　〃 上米内分区第一工区汚水管建設工事 盛舗建設（有）

　　　〃 舟田処理分区第一工区汚水管布設工事 （有）黒澤建設

　　　〃 手代森処理分区外第二工区汚水管布設工事 （株）下河原組

随意契約 山岸一ノ二排水区吐口施設詳細設計業務委託 （株）ＮＪＳ　盛岡出張所

指名競争入札 流通センター排水区雨水管修繕 （株）東北ターボ工業

　　　〃 桜台分区汚水管修繕 （株）東北ターボ工業

一般競争入札 手代森処理分区管渠実施設計業務委託 セントラルコンサルタント（株）
東北支社　盛岡営業所

　　　〃 手代森処理分区外第三工区汚水管布設工事 （株）高光建設

　　　〃 上田排水区面整備外工事 （有）東北農林建設

指名競争入札 駅前分区外下水道管路施設調査業務委託 （株）アームズ東日本岩手営業所

  (2) 企業債の概況

　  ア 建設改良費等の財源に充てるための企業債

　※「前年度末残高」に、法適用に係る引継分（農業集落排水事業 1,164,242,976円及び公設浄化槽事業59,386,172

　　円）を含む。

前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

円 円 円 円

財 務 省 財 政 融 資 資 金

か ん ぽ 生 命 保 険

地方公共団体金融機構

合 計

借　　　入　　　先
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  　イ その他の企業債

　※「前年度末残高」に、法適用に係る引継分（農業集落排水事業 84,520,000円及び公設浄化槽事業1,887,717円）を

　　含む。

前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

円 円 円 円

財 務 省 財 政 融 資 資 金

岩 手 銀 行

北 日 本 銀 行

東 北 銀 行

合 計

借　　　入　　　先
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(3)　その他会計経理に関する事項

　　   　  　内部留保資金について （単位　円）

ア　前年度から繰越分

(ｱ) 利益剰余金（減債積立金）

(ｲ) 未処分利益剰余金

(ｳ) 過年度分損益勘定留保資金

(ｴ) 法適用に係る引継金

イ　利益剰余金前年度処分額

(ｱ) 減債積立金の積立

(ｲ) 未処分利益剰余金の処分 △ 238,640,239

ウ　当年度発生分

(ｱ) 利益剰余金（純利益）

(ｲ) 当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

(ｳ) 当年度分損益勘定留保資金

・長期前受金戻入 △ 1,073,092,148

　　小　　　計

エ　当年度資本的収支不足額補塡分

(ｱ) 当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

(ｲ) 過年度分損益勘定留保資金

(ｳ) 当年度分損益勘定留保資金

(ｴ) 法適用に係る引継金

オ　翌年度繰越分

(ｱ) 利益剰余金（減債積立金）

(ｲ) 当年度末未処分利益剰余金

(ｳ) 過年度分損益勘定留保資金

(ｴ) 当年度分損益勘定留保資金

(ｵ) 法適用に係る引継金
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５ その他

他会計負担金等の使途について

ア 一般会計繰入金 円のうち、企業債の元金償還に充てるための繰入金を除く

円については、委託料等（ ％適用分）に 円（特定収入）を、

減価償却費等に 円（特定収入以外）を充当した。

イ 工事負担金 円については、工事請負費等（ ％適用分）に 円（特

定収入）を、職員給与費等に 円（特定収入以外）を充当した。

ウ 受益者負担金・分担金 円については、委託料等（ ％適用分）に

円（特定収入）を、職員給与費等に 円（特定収入以外）を充当した。

エ 受託事業収益 円のうち、 通勤手当相当額を除く 円については、職

員給与費等に全額（特定収入以外）を充当した。

オ 督促手数料 円については、職員給与費等に全額（特定収入以外）を充当した。

カ 延滞金 円については、職員給与費等に全額（特定収入以外）を充当した。

キ 下水道施設汚損復旧に係る費用請求 円については、燃料費等（ ％適用分）に

円（特定収入）を、職員給与費等に 円（特定収入以外）を充当した。

ク 岩手県市町村振興協会専門研修受講費等助成金 円については、研修費（ ％

適用分）に全額（特定収入）を充当した。

ケ 下水道排水施設等占用料に係る督促手数料 円については、職員給与費に全額（特定収

入以外）を充当した。

コ 退職手当負担金 円については、職員給与費に全額（特定収入以外）を充当した。
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そ の 他 の 書 類





（単位　円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

資産減耗費

引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額 △1,073,092,148

受取利息及び受取配当金 △4,553,500

支払利息

固定資産売却損益（△は益） △88,000

未収金の増減額（△は増加） △468,344

未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,259,650

その他流動資産の増減額（△は増加）

その他流動負債の増減額（△は減少） △1,213,430

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額 △438,208,289

業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,904,298,667

有形固定資産の売却による収入

無形固定資産の取得による支出 △67,688,942

基金からの繰入による収入

工事負担金等による収入

国庫補助金等による収入

他会計からの負担金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,083,291,112

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △2,768,173,080

その他の企業債による収入

その他の企業債の償還による支出 △103,351,726

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,432,624,806

　　資金増減額（△は減少）

　　資金期首残高

　　資金期末残高

令和６年度盛岡市下水道事業会計キャッシュ・フロー計算書（間接法）

（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）
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収　　益　　明　　細　　書

金　　額

円

下 水 道 使 用 料

公共下水道使用料

水道使用者使用料 3,764,778,451円

井戸使用者使用料 354,230,087円

臨時排水使用料 898,906円

農 集 排 使 用 料

浄 化 槽 使 用 料

他 会 計 負 担 金

一 般 会 計 負 担 金 雨水処理等に係る負担金

受 託 事 業 収 益

受 託 事 業 収 益 受託事業に係る収益

そ の 他 の
営 業 収 益

延 滞 金

手 数 料 下水道工事店指定手数料及び督促手数料

受 取 利 息 及 び
配 当 金

預 金 利 息

他 会 計 負 担 金

一 般 会 計 負 担 金 企業債償還利子に係る負担金

他 会 計 補 助 金

一 般 会 計 補 助 金 汚水処理費等に要する補助金

長 期 前 受 金
戻 入

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

雑 収 益 研修受講費助成金外

そ の 他 特 別
利 益

そ の 他 特 別 利 益 法適用以前に起因する経費の負担金

固 定 資 産
売 却 益

固 定 資 産 売 却 益 車両の売却益

特 別
利 益

減価償却等による長期前受金収益化分

営 業
収 益

営業外
収　益

款 項 目 節 備　　　　　考

事 業
収 益
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営　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　費　　　　　　　　　　　　　　　用

管 渠 費 ポ ン プ 場 費 処 理 場 費 普 及 費 浄 化 槽 費

円 円 円 円 円 円

給 料

諸 手 当

賞 与 引 当 金 繰 入 額

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

旅 費 及 び 交 通 費

退 職 給 付 費

報 償 費

被 服 費

備 消 品 費

燃 料 費

光 熱 水 費

印 刷 製 本 費

通 信 運 搬 費

広 告 料

委 託 料

手 数 料

賃 借 料

修 繕 費

動 力 費

材 料 費

工 事 請 負 費

研 修 費

厚 生 費

会 費 負 担 金

租 税 公 課

保 険 料

補 助 金

負 担 金

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 支 出

過 年 度 損 益 修 正 損

合 計

   地方公営企業法施行令第17条第１項第８号に規定する議会の議決を経なければ流用することのできない経費のうち、  収益的支出の執行状況は次のとおりである。

　 　職員給与費　　予算額（消費税及び地方消費税込み） 409,195,000円　  執行額（消費税及び地方消費税込み） 　 407,735,212円

　　 交　際　費　　予算額（消費税及び地方消費税込み）　   300,000円 　 執行額（消費税及び地方消費税込み）        　    0円

　　　　費　　用　　明

勘 定 科 目 合 計
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営　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　費　　　　　　　　　　　　　　　用

受託事業費 業 務 費 総 係 費
流 域 下 水 道
管 理 費

減 価 償 却 費
資 産 減 耗 費

小 計

円 円 円 円 円 円 円 円

   地方公営企業法施行令第17条第１項第８号に規定する議会の議決を経なければ流用することのできない経費のうち、  収益的支出の執行状況は次のとおりである。

　 　職員給与費　　予算額（消費税及び地方消費税込み） 409,195,000円　  執行額（消費税及び地方消費税込み） 　 407,735,212円

　　 交　際　費　　予算額（消費税及び地方消費税込み）　   300,000円 　 執行額（消費税及び地方消費税込み）        　    0円

特別損失

　　細　　書　

営業外費用
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(1) 有形固定資産明細書

円 円 円 円

土 地

立 木

建 物

建 物 附 属 設 備

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

有形固定資産建設仮勘定

計

(2) 無形固定資産明細書

円 円 円 円

電 話 加 入 権

施 設 利 用 権

計

(3) 投資明細書

円 円 円 円

基 金

計

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

※「年度当初の現在高」に、法適用に係る引継分（農業集落排水事業 円及び公設浄化槽事業

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 当年度減価償却高

固　　　定　　　資　　　産　  　 　明　　　細　　　書　　　　

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高
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当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 累 計

円 円 円 円

円

　盛岡市水洗便所改造資金貸付基金　※令和６年度末をもって廃止

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

84,054,653円）を含む。

年 度 末 現 在 高

固　　　定　　　資　　　産　  　 　明　　　細　　　書　　　　

減　　価　　償　　却　　累　　計　　額

年度末償却未済高 備     考
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　　　企　　　　業　　　　債　　　　明　　　　細　　　　書　　　　

当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額
償 還 高

建設改良費等の財源に充てるた
めの企業債
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　　　企　　　　業　　　　債　　　　明　　　　細　　　　書　　　　

当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額
償 還 高

建設改良費等の財源に充てるた
めの企業債

　　　企　　　　業　　　　債　　　　明　　　　細　　　　書　　　　

円 円 ％ 令和
借入先　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
借入先　地方公共団体金融機構

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

農 業 集 落 排 水 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
借入先　地方公共団体金融機構

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
借入先　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃
令和

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

合計

平成 円 円 円
特 別 措 置 債

〃

〃

その他の企業債
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃
令和

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

合計

平成 円 円 円
特 別 措 置 債

〃

〃

その他の企業債

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
借入先　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

円 円 ％ 令和
借入先　岩手銀行

　　　　　 〃

　　　　東北銀行
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
特 別 措 置 債

〃

公 設 浄 化 槽 事 業 債
令和

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

その他の企業債
合計
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
特 別 措 置 債

〃

公 設 浄 化 槽 事 業 債
令和

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

公 設 浄 化 槽 事 業 債

その他の企業債
合計

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
　　　　北日本銀行

　　　　岩手銀行

　　　　財務省財政融資資金

　　　　北日本銀行

　　　　　 〃

　　　　東北銀行

　　　　　 〃

　　　　岩手銀行

　　　　　 〃

　　　　北日本銀行

　　　　　 〃
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基金の運用状況に関する調書





１　基金運用状況

　盛岡市水洗便所改造資金貸付基金

（単位　円）

決算年度末現在高

２　貸付金の内訳

　盛岡市水洗便所改造資金貸付基金

（単位　円）

前年度末残高 決算年度中貸付額 不納欠損額 決算年度末残高

貸 付 金

３　基金の廃止について　基金の廃止について

　盛岡市水洗便所改造資金貸付基金

　当基金については、盛岡市水洗便所改造資金貸付基金条例を廃止する条例により令和６年度末をもって

廃止した。

区 分 決算年度中償還額

現　　　　　　　金 △ 30,000,000

貸　　　付　　　金

基 金 の 運 用 状 況 に 関 す る 調 書

区　　　　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高

基　　　金　　　額 △ 30,000,000
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